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 我 国 は 北 海道,東 北 地 方 は勿 論 長 野 県 を 始 め と して他 の府 県 に於 て も相 当霜 害 に 侵 さ

れ る こ とが 多 い 。 長 野 県 等 毎 年 と云 う程 晩 霜 の 為 め,果 樹 の新 梢 が真 黒 くな る こ とが 多

く,1951年 の如 き,11月 中 旬 に訪 れ た寒 冷 の為 め枝 条 に着 生 して い た牢 集 は凍 結 し,枝

条 の花 芽 も相 当 ひ ど く寒 害 を うけ た 様 に 思 わ れ た が 案 外軽 か つ た 。斯 様 な寒 害 は 勿論

耐 寒 性 と関係 深 い が,落 葉 果樹 の 自発 休 眠 期 及 び休 眠 の深 さ と も 関係 が 深 い と思 う。

Ba量iey氏(1944,1945,1946)はRed Raspb舘riesの 中 で 耐 寒 性 が 強 い 品 種 は弱 い

品 種 よ り遙 か に緩 や か に 休 眠 か ら覚 め る こ とを 観 察 して い る。V雛Meter及 びFrenc蝕

氏(1943)に 依 る と,し ば し ば寒 害 を うけ る 品種 は休 眠 期 が 非 鴬 に 短 い 。Gard鶴r,

Bradford及 びHooker氏 等(1922)に 依 る と,半 耐 寒 性 の李 は1⑪月上 旬 以後,切 枝

を と る時 期 が 遅 れ る程 開 花 に 要 す る 日数 が 短 縮 され た 。 耐 寒 性 の 品種 で は半 耐 寒 性 の 品

種 よ り開花 まで長 期 闇 を要 した。

 Schilletter及 びRichey氏 等(!940)に 依 る と,一 般 に秋 早 く休 眠 に入 る と,晩 く

入 る よ りも休 眠 の解 除 が 早 い 。

 此 等 の こ とか ら寒 害 を うけ る地 方 で は,耐 寒 性 の強 い 品種 を 栽 培 す る様 に つ と め る

外,米 国 の桃 栽 培 者 の様 に休 眠 に 入 る こ とを遅 らせ て 成 長 を 晩 くまで 旺盛 に し,晩 霜 を

回 避 す る方 法 も行 わ れ て い る。

 斯 様 に果 樹 の耐 寒 性 は休 眠 期 と関係 が深 い の で,休 眠 に 関 す る研 究 は米 国 で は か な り

行 われ て い る。 即 ち,現 象 的 方 面 で はCha簸dler氏(1925), Go綴 亙ey氏(1927)を

始 め,B五erley a且d La簸do融1氏 等(1946),Yar難el亘 氏(1935), Cov鍵e l氏(1920),

照chey and Bower氏 等(1924)の 報 告 が あ り,生 理 学 的方 面 に つ い て はGard貧er氏

*信 州大学助教授
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（1950），　Klebs　氏　（1915），　Ilowafd　氏　（1915），　Curtis　氏　　（1918），　Chandler氏

（1925），Coville氏（1920）等の記述がある。

　然るに我国に於ては，此方面の研究は従来余り顧みられなかったので，殆ど文献が見

当らないび

　筆者は先ぎに裁国に栽培されている落葉果樹類の自癸休眠の深さと完了呼について京
　　　　　　　　　　お都にて調べた結果を一部報告したが，』 ｻの後長野県伊那町にて各落葉果樹の捻発休眠の

開始期と終止期及び休眠の深さに就て観察，調乱したQで，、今回雌を報告することにし

た。

　本研究実施に当り，京大教授小林章博士の御指導をうけた。鼓に記して深謝の意を

表したい。

　　　　　　　　　　　　　（2）実験材料とその方法

　本研究の第1年目（1950－1951）は京都市に於て，第2年目（1951－1952）及び第3

年目（1952．7－10）は長野県研那町に於て実施した。

　供試品種は次の様にな：るべく威熟期の異るものを選んだ。（第1表参照）

　　　　　　　　　　　　　第1表　供試果樹の種類と晶種

種　　類 第　1　年　目
（1950－1951）

第　2　年　目、
〈1951－IA52）

第　3　年　目
　　（Z952）

日本梨

洋梨
　李

　桃

　柿

　栗

華　果

ブドー

スグリ

クルミ

八丁目骨・世紀，新高

ビユ・t・テr一　7ソルタム

1大久保，自桃i八　珍，横　野
！三硲蜥，花御所

・デラウエア，甲州三尺

i手打（カシ）クルミ，オニ

グルミ

廿　　　　世：　　　紀

バ　　・…　　ト　レ　　ツ　　ト

初　香美，橘早
蜂

ウ　
ニ

イ

小
祝
ナ
ハ
雪

布

国

ヤ　　ガ

　ト
ク　　ル

長　十
ノミ　　一

白兆香初
野

生
屋

国
ガ
ト

玉
ヤ

　
　
ウ

　
紅
イ

傍
祝
ナ
ハ

施
光
ラ
ソ

郎，廿　世

ト　レ　　ツ

　美，白

コ
］

畠

ト

桃

屋

光
ラ
ソ

フ者一ニクノレミ，　カシ’クノレミ

　第1年目は11月18日，第2年目は9月下旬より始めて何れも発芽開始前に調査を終っ

た。爾休眠開始期の観察に不十分であったので，1952年7月より10月まで観察を繰返し

た。

　此闇略e2週間おき’に1年生の一番枝で比較的充実したものを各品種欝本づ工選び，、

先端より約30cmを勢り温室に入れた。之を2－3日おきに観察して芽が白く膨み始め

て癸芽を確認した日を発芽開始日2し，入室日より発芽確認日までの日数を皆野所要日

数とした。

　葡萄ぽ大抵冬期に枝の先端部が枯死するから中間の充実した部分を用い，胡桃舜新梢

の生長：量が少いので，・2」3年生の枝を基部につけて勢つた。

　　　　　　　　　　　温

＊昭和26年春甥i園芸学会にて報告
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　挿枝をした水は数日すると変色したり，腐敗してくるので，3日おきに換水した。換

水の際挿枝の基部を僅かに勇り，吸水能力がある健康な断面を現した。

　第1年目の実験中の温度は写真（1）の様に25。C前後であり，湿度は50％前後で稽と低い

様に思われた。それで湿度を高め様として撒水したが，戸を開くと却て写真（1）の様に湿

度が低下し，効：果は余り見られなかった。

　実験開始頃の枝条の状態は第1年目は和梨では，9月のゼーン麗風の為め返り咲きし

ていた。中でも八雲は特に著しく殆どの芽が開いていたが，此等の技は摘葉して用い

た。

　桃は完全に落葉し，李は略e落葉を終っていた。柿は早生の野釣，三ケ谷御所は落葉

していたが，晩生の花御所，横野は着果している上に，葉も残っていた。胡桃は両者共

　　　　第1図落葉果樹の休眠期とその解除日数　　　　：先端に僅かに葉が残っている程

　　　　　　　（1950－1951高馬）　　　　　　　　　　度であった。

　　巳　Cl）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2年目をま10，ag　15日ケこ弓蚕風力竃

　6C11
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薪
謹、碁．、套

　1’　’・XOL＿、＿＿＿一＿＿＿＿＿＿二＿＿二＿語

一

Lmu

・4号

・30E．

20

’to

o

（3　）

t－t

m：：：ぐ瞬
　　l　l’ミ＼
　　麺　八雲
　　　　　　　　　　　　　tt噂

，4品

1：SO

120

O
O

（4）

申v．1’に三尺

　　　　　　　就ブドー
　　　デラウェア

　N一”th’　Xe

　　　　　　　’xt’〈
　　　　x．〆大久で呆　　、。一一一N
白桃　　　　　　　『㍉㌔、

一一下・

襲うまで，何れの果樹も沢山葉

をつけていたので，摘葉して挿

寵した。処理中の温湿度は定温

室を用いたので，略e23。Cの

温度と7⑪～80％の湿度を保つこ

とが出来た。・

　第3年目の観察は7月より実

施した忌め，何れの枝条も摘葉

して実験に供した。

　今回発芽開始枝を発見した日

を発芽開始日として記録したが，

自発休眠の開始期及び完了期を

知る方法としてはHodgso双氏

（1923）の方法に依った。即

ち，同氏は温帯に於ける落葉果

樹の自発休眠期を調べる揚合，

休眠を完了したか否やを見る方

法として切枝を温室に入れて，

2週間以内に生長しない場合に

は強固な休眠状態にあると判断

している。

（3）実験結呆

　休眠期における高温は常に何

れの果樹に対しても，又同一の
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集樹に対しても同様な三智を与え

るものでわない。たとえ10月には

全く芽が温度に感応しなくとも，

12月には前と同様の温度で生長が

促される。従て芽が温度に感応す

る劣は休眠期を通じて同じでない

し，果樹の種類に依ても異ってい

る。1

　今回1950年より3ケ年に亘る実

験の結果もそれを示していること

は第2－5表及び第1－2図でも

明かである。

　即ち，第1図に於ては11月中

旬，手打クルミは温度に感応しな

　ヨ
40「

、30
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（5）
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葺　鼻1呉28 誓釜　15’27』o．の

かったが，オニグルミは531日で癸芽している。第2図でも1＄月’中旬一11月上旬に感応し

なかったオニグルミが11月下旬に60目闇の処理で発芽している。李はソルダム種は11月

18日の切枝では3葺…で発芽しているが，ビユーテ一種は27濤で発芽し，その後切枝がおく

れるにつれて次第に短時日で発芽している。日本梨は第1図では11月18・日処理では，3．

贔種共27日で温度に感応して発芽しているが，12月中旬に再度発芽に多くの日数を要し

ている。第2手彫世紀梨では9月下旬より10月中旬に発芽する諦めに最も多くの日数を

　　　第2表温室における落葉果樹挿枝の休眠解除に要した階数（京都市）（1950－1951）
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要し（39日），その後切枝のおくれるにつれて発芽に要する日数が短くなっている。葡萄

は第1図では米国種のデラウエアは11月中旬及び12月上旬共発芽に35日を要し，その後

は緩やかに発芽日i数が短くなっているが，2月下旬に寝ても街ユ5日を要している。第2

図では同じ米国種のナイヤガラは9月下旬一1⑪月中旬には温度に感応せず，11月上旬に

45日で感応し，その後次第に短日で発芽している。この様に葡萄が11月始めて温度に感

応することは第4表の様に10月上旬迄一度も発芽せず枯死しているのを見てもうなづけ

る。葡萄が他の果樹に比し自発休眠期が長いことは第1，2図共に緩やかに経過し2月

．下旬に於てもデラウエアは15日，ナイヤガラは12日を要して発芽している。桃（大久保）

は第1図では11月18E処理で28日で発芽してから12月上，中旬共温度に感応せず12月下

・旬に17日で癸回している。白桃は11月18日処理で27日で発芽してから，切枝が遅れるにつ

第2図　落葉果樹の休眠期とその解除日数（！951－1952）高馬
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れて癸芽日数が略ζ漸減している。第2図では橘早生は9月下旬に温度に感応せなかっ

たが，10丹中旬には39日で発芽し，初香美は9月下旬一10月中旬に温度に感応しなかっ

たが，11月上旬に63日で発芽している。柿は第1図では渋柿の横野を除くと他の3種共

11月18日に夫々49日，35日，31日で癸芽し，その後は次第に短時日で発芽している。第

2図の蜂屋柿は9月下旬一11月上旬には温度に感応しなかったので，遂に発芽しなかっ

たが，11月下旬に20巳で癸芽している。叉第4表にても柿は副詞上三三まで温度に感応

し難い。革果は第4表では10月廷日に国光が4C）日で温度に感応しているのに，第2図で’

は19月13日に21’Hで発芽している。祝は第2図では9月下旬一11月上旬まで温度に感応

しているが，11月下旬一12月上旬温度に感応せず枯死している。此は桃の大久保種と同

様，祝の技条が軟弱である性質に依るものと思う。スグリは第4表でも明かな様に，6

月上旬以後伺日でも温度に感応して発芽している。第3表及び第4表で見ると，前者で

は10月13日処理，後者ではユ0月11日処理が温度の感応に最：も多くの日数（前者は36日，

後者は25日）を要し，その他は何れも少くなっている。
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第3表温室における落葉果樹挿枝の休眠解除に要した日数（長野県伊那町）
　　　（1951一一1952）
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箪4表温室における落葉果樹挿枝の休眠解除に要した日数
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第5表落葉果樹の摘葉枝の発芽率及発芽所要日数
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之に依ると処理期のme違課樹の種類，品種並びに環境によって温酒藤日数や薪

率が異る外興味ある翻醜示してV・る。即ち，芽が厳幽していない間の切畑温室

に入れても糊に概していることを煤俵6月一7月始め頃の処理で認められる・之

が第5表の様に圃揚で枝を切らず摘葉のみ行った揚合には，5月下旬から7月上旬頃ま

では発芽所蜘獅徐咳化なく藩Pてや短くなる傾向を示しているが・7月下点
からは何日まで待っても発芽して来ない種類さえ認められた。即ち，自発休眠期に入っ

たと思われた。癸芽率も惣発休眠開始前まで次第に減少している。

第俵にて辮の記入がない品種はその当時餅隈をつ財ていて・イ疇療停止の二条

が見つからなかったので，処理せなかったものである◎

　叉第4表の柿，栗及び葡萄は処理期間中（6月ip一一一10月土旬）殆ど発芽せず，その儘

であったが遂に祐死したことを示している。第3表，第4表を通覧すると・第4表では

8－9月頃になって祐死する種類が少くなっている◎父第3表でも9月一ユ◎月には僅か

に枯死する種類を認める程度である。
　一般に葉芽は花芽より温慶に感応することが旧いが，混合芽を有する瀦梨，柿，葡萄

及び胡桃等は葉芽より花芽の方が早く発芽した。

併し，概して桃で琳眠醐頃までは花芽よりも滋雨瀬部転・近い葉芽が鰍薪
した．（白桃，初香美）贈発休眠完了直後に於ては，噸（2）の如く・離夢蜜藻芽が花芽

より孚く発芽したし，大久保は花芽の方が葉芽よりi発芽が早かった。李でも二二休眠完

殖後，ソルグムは葉芽の方が花蓮な囎鋭く発芽した・

　　　　　　　　　　　　　　（4）考　　　　察

　　写真（2）大久保　花が早い、白桃　葉が　　　　曾〉　自発休眠の開始とその深さ

　　　　　　早い’まト世紀花が畢い　　　　　　Chandler氏（！925）に依ると，落葉

緯癒1鹸∴繁1灘1

いb．G・rdn・r・B・r・df・・d及びH9・k・・購（19？2）綱じ樹の鉢の枝が休眠し

ているのに，他の枝が生長していることを報告し，斯る揚合温度よりも他の因子が休賜

期の開始及び終了に強く関係していることを述べている。而して自癸休眠の開始は除々

に経過している。

　今1本の果榔こついて生長枝と生長停止枝の霧拾を調査した結果を示すと第6表の様
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窮6表枝条の伸長停止とその時期（エ952）
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　（注）（1）祝（9月3日）新旧が1本増加していた。

　　　　（2）桃は虫篶停止枝も停止枝に含めた。

　　　◎｛嚢輪

である。即ち，8月始めにはすぐりは早くも100％生長停止し，廿世紀は約85％，国光

は70％，ノ『一トレッNま67％，白桃は64％，橘早生は53％，、視は52％であるが，9月始

めになると，何れの果樹も90％程度，あるいはそれ以上の枝が生長停止している。

　Johansen氏（1906）は樹木の自発休眠を分けて，休眠前期（Vor　ruhe），休眠中

期（Mittel，　ruhe），休眠後期（Nach　ruhe）としている。

　今回第2年目及び3年目の実験開始頃の発芽所要日数を痴るど，第3－4表の様に既

に，梨，桃及びスグリでは8月「中旬，革果及びクルミでは8月下旬，一一9月上旬頃に自発

休眠開始になっている。之を第5表の様に圃場にある各果樹の枝条を摘葉して発芽する

様子を見た所，』 T月下旬から7月下旬頃まで発芽率が次第に減少し，7月下旬には早く

も全然発芽しない品種も認められた。叉発芽所要日数も殆ど変化なく，却て一時的にや

や少くなって，7月下旬頃より発芽するものが著しく減少している。

　此頃は第3図の様に知温は高いけれども，降水量が著しく少く，従て枝条内の水分含

：量も少くなり自癸休眠開始に好適な時期と．なっていることを示している。此圃揚に於け

る実験結果より見ても，8月頃に自発休眠に入ることを示している。

　自発休眠の開始ぽ落葉ど共に始るとか，頂芽の形成直後始るとか，芽の成熟で始ると
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第3図　気温と降水量の変化　（照・27・6・下旬一10月上）
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か云われているが，Hodgson氏は恐らく芽の成熟と共に割るとのべ，　Chandler氏は

花芽形成後翌々に休眠に入るとのべている。今圓筆者の観察では，第4，第5表による

と，果樹の新車の芽は6月頃から発育し始め，7－8月頃気温の上昇，水分の減少（第

二登第1図）等によって肥大充実して後に自発休眠に入ると思われるので，8月頃が自

発休眠開始期と考えてよいだらう。

　然るに柿，栗及び葡萄では自発休眠の開始期と相前後して休眠中期に移行するのでは

ないかと思われる。’即ち，梨，桃及びスグリに比較して休眠前期と認められる時期が明

かでない。而してその休眠申期は柿・栗及び葡萄は9月下旬一10月下旬，桃は10月下旬

一g月上旬，梨及びスグリは欝月中旬，奉果及び胡桃は10月中旬一11月上旬に相当して

L・る。（第3，4表参照）

　休眠中期の現れる時期が各果樹に依って異ると同様に、休眠の深さも各果樹によって

異ることは興味あることである。

　梨、奉果及びスグリは休眠中期も他果樹に比して浅い関係から適i当な温度、湿度条件

が得られる揚合には発；芽も容易になる。これがため秋旧風；萌に起る返り咲ぎ現i象も此等

品種に起り易いものと想われる。桃は自発休眠の前期、中期に頂芽のみ発芽しても花芽

は殆ど動かない。

　之が桃では休眠浅くとも返り咲きを見ない原因であらうと思われる。

　第1図の和梨の様に、休眠期中11月中旬と12月中旬の2回休眠の深い時期が現れてい

ることは9月17日に起つたゼーン魔風の為めに返り咲きが起り、芽の生育並びに充実度

に相違を来した為め起つたものと思われる。

　㈲　自発休眠の完了

　自発休眠の完了時期を観察した実験は栽培上興味ある応用問題と関係が多い。

　Hodgson氏は自発休眠完了期は革果（80品種）では、2月中旬一3月上旬、桃（36

品種）では、1月上旬一下旬、梨（42品種）では、1月下旬一2月上旬、李ではH本種
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（19品種）は12月下旬一1月下旬、欧州種（36下種）は1月下旬一’2月申旬と報告して

いる。Howaτd氏（1919）も300余種の切枝を調査して1月には殆ど休眠を完了してい

ると述べている。

　今回筆者が調査した所では、第2、3表の様に柿は12月下旬、梨、桃、栗、スグリ及

び李は1月申旬、華果はやx遅れて1月中旬一下旬、葡萄及び胡桃は1月下旬r2月下

旬で、大部分の温帯果樹は12月下旬一1月中旬に休眠を完了している。此自発休眠完了

も大抵の品種は除々に完了しているので、その限界が明かでないが、若く休眠を終る華

果で、むしろ俄かに発芽日数の短縮を示した事は他果樹と著しく異なった。

　切枝の早期発芽は頂芽（桃、町営、胡桃、梨、柿等）に多く起るが、時には側芽に起

る場合もある。（スグリ、梨、葡萄等）

　一般に花芽は葉芽より早く温度に感応するが、（写真2参照）晩い場合もあるので、厳

密には品種、芽の種類、芽の位置、樹令（若樹の枝は老木より発芽が早い、即休眠が浅

い）枝条の長短等に依ても異るから、発芽所要日数に稽ζ変化を生じる。

　休眠期が長く深いもの、（胡桃、耳蝉、葡萄、必至）概して休眠完了の晩いものは寒地

適応性の果樹に多く、暖地適応性め果樹に少い。葡萄の自発休眠完了が除々に行われて

晩いことは葡萄の気候に対する適応範囲が広いことと密接な関係がある様で興味が深

い。叉スグリは自発休眠が浅く、且つ休眠完了も早いのに寒地適応性が高く、耐寒性も

強いことは葡萄と対称的に興味深いことである。

　Eggert氏（1951）によると、芋果の早生種は中生四叉は晩生種より早く休眠を完了

するが、中生界と晩生種との闇には殆ど差がなかったので、翌年再度調査を試みた所、

中生種は晩生種より休眠が早く完了することを観察している。筆者も第1、2図の様に　。

三階（早生）と横野（晩生）、三ケ谷御所（早生）と花御所（晩生）、ビェーテー（早生）

とソルダム（中生）、視（早生）と国光（晩生）、初香美（極早生）と橘早生（早生）に

於て早生種は申生隅隅は晩生種より休眠完了が稽ζ早い傾向があることを認めた。

　⑳　自発休眠の完了と低温要求量

　Colby氏；（1943）、　Brierley氏（1945）、　Brierley　and　Landon氏（1946）及び

Bailey　・氏（1948）等はある期間低温に会って始めて果樹の芽が生長すると報告してい

る。Chandler　EE等は果樹が春普通に発芽する為には、冬の気温（12、1、2月）が

33。F～必。F（0．6～4．4。C）であることが望ましく，平均48。F（9。C）附近でも効果は

あるが、後者の場合には休眠完了に長時間を必要とする。Yarneli氏（1935）による

と、桃の大抵の品種は8。C以下の低温に800～1，⑪00時間会うと休眠が完了する。

C◎ville氏（1920）も2～3。Cの低温が2－3ケ月続くと正常な開花をすると報じ、

Magoon　and　Dixon両氏（1943）も葡萄えっいて45。F（7．2。C）以下の低温に1，⑪00

－1，200時間会うと満足に葉を生ずると述べているが、Eggert氏（1951）は45。F以

下の低温に梨では2，000－2，500時間、葡萄では3，⑪00時間以上会うことが望ましいと云

っている。実際鹿児島県の南部や琉球では低温にも会わず、落葉もしない場合には桃の

開花結実は非常に少い。斯様な場合入工的に摘葉して、暫く休眠させると有効だと云わ

れているのは休眠現象取扱上興味あることである。
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筆者は京都及び長野県に於て2ケ年に亘り休眠完了に：及ぼす低温の影響を調べて見る

と、第7表の様に地理的位置の相違に依って自発休眠完了に必要な低温要求度が稽々異

っている。

　　　　　aj　7表　落葉果樹の休眠完了と低温要求量　（ユ950－51，1951一：一52）

種類名1品種名詞目高山月・羅講物下門下量』
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　自発休眠完了日は寒地（長野県）は暖地（京都市）より稿と早いが、自発休眠完了に

必要な低温要求量を45。F（7・2。C）以下の時数で示した町回の成績は第7表である。即

ち、和梨は京都では、ユ3⑪0時闇内外であるのに、長野県ではユ400時闇内外であヴ、柿ば

京都で約800時間であるのに対し、長野県では約1，◎00時間である。桃は初香美が約

1，0⑪0時闇、橘早生が約ユ；200時間で、大久保が約1，GOO時聞、白桃が約800時閥であるか

ら、京都市より長野県の方が概して長時間を要している。、

　之に対して葡萄は京都では約2，0⑪0時聞であるのに対し、長野県は約1，800時闘であ
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り、オニグルミは京都市で約1，900時聞であるのに対し、長野某でほ約1，800時間で、概

して長野県の方が京都市より短時聞でよい様である6斯様なことは自発休眠期の巾や休

眠の深さに関係があるのであろうと思われる。

　その他誌は京都で約ユ，鉛G時間、洋梨は長野県にて約1，6GO時間であった6又長野県で

スグリは約1，ユeo時間、栗は約ユ，400時間、面面では視が約1，4GO時闇、国光が約1，6CO時

闇であった。

　斯様に休眠完了に必要な低温要求量は落葉果樹の種類、品種に依ても差異が認あられ

喬。

（5）摘 要

1落葉果樹9種25晶種を用いて、1950－1952に亘る3ケ年京都市及び長野県伊那町に於

て、七条の自発休眠の開始期及び完了期、並びに休眠の深さについて調査した。

（i）1本の果樹に於ては枝差に依て自発休眠の開始期に早晩があった。

（ii）落葉果樹の休眠開始期は梨、桃、スグリでは8月中、下旬、吐血、胡桃では8月

　下旬一9月上旬であるが、柿、栗、葡萄は自発休眠開始と同時に深い休眠（休眠中

　期）に入る様である。

（iii）果樹の自発休眠の開始は枝条の頂芽が形成充実して後に起る。

（iv）自発休眠の最も深い時期即ち、休眠中期は果樹の種類で異り、柿、栗及び葡萄は

　9月下旬一1　O月下旬、梨及びスグリはユ0月中旬、革果及び胡桃は10月中旬Lll月上

　旬である。

（v）墓誌休眠の完了は開始と同様除々に行われ、且つ果樹の種類に依って早晩がある。

　柿は12月下旬、梨、桃、栗、スグリ及び季は1月申旬、革果はやN遅れて1月中旬

　一下旬、葡萄及び胡桃は1月下旬一2月下旬である。　　　　　　　　　　d

（vl）自発休眠の完了は夫々の果樹に対し、低温に遭遇する時聞の集積に依って引きお

　こされる。45。IF以下の低温にては柿、桃，スグリ及び李は約1，0CO時間、梨，革果

　及び粟は約1，400－1，SOO時聞、胡桃及び葡萄は約1，800時間前後を要する。
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 Résumé

§ Studies on the rest period of the deciduous 

   fruit trees. 

 Part  I On the beginning, the ending and 

  the depth of the rest period.

    By 

Susumu  KOMA  *

i, The beginning, the ending and the depth of the rest period were inve-

   stigated with the deciduous fruit trees of 25 varieties in 9 species in 

    Kyoto city and at Inamachi in Nagano Prefecture. 

ii) As to the beginning time of the rest period, it is not the same with the-

 twigs of the same fruit tree; some are earlier than others and some later. 

iii) In deciduous fruit trees, the beginning of the rest period is from 

 mid-August to late August with pears, peaches and gooseberries ; it is 

 from late August to early September with apples and walnuts. 

   Japanease percimons, chestnuts, and grapes seem to enter  into the deep 

 rest as soon as the rest period begins. 

iv) The beginning of the rest period happens after the apical bud on the 

 young shoot has ripened. 

v) As to the deepest period of the rest, it is different among the species 

 of fruit trees. 

   With grapes, chestnuts and Japanease  percimons, it begins from late 

 September to mid  October, and with gooseberries and pears, it is mid 

 October and with walnuts and apples, from beginning to late 

 November. 

vi) All of deciduous fruit  frees come out of the rest gradually, and it 

 ends sooner or later according to the species of fruit trees; with 

 Japanease percimons, late December, with pears, peaches, chestnuts, 

  * Assistant Professor of Horticulture Science, Faculty of Agriculture, Shinshu 

     University.
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 gooseberries, and plums, mid-January, with apples, from mid-to-late 

 January, and with grapes and walnuts, from late January to late Feb-

 ruary. 

vii) The ending of the rest period is brought about by the effect of the 

  accumulation of hours of temperature below about 45°F.

Part  II On the changes of the chemical compositions 

 in the young shoots of the deciduous fruit trees in 

 relation to the rest period.

     By 

Susumu  KOMA  * 

Masaaki  KITAZAWA*

(  1) With peaches, pears, apples and gooseberries, water content, soluble 
   non-nitrogenous  substance, total sugar, reducing sugar, total nitrogen, 

   and ash in the young shoot were measured in every  month through 

   a year. 

(ii) In the young shoot, a little of water content is seen about the  beginning 
   of the rest period and much about its ending. 

(iii) In the young shoot, the concentration of the sugar content decreases 
   and the rest period begins when the  concentration of the starch and the 

 carbohydrate increases, and it becomes deepest when their concentrations 

 are highest. 

(iv)  It seems there is a close connection between the ending of the rest 

   period and the increasing of the non-reducing sugar content. 

     It is interesting that the  non-reducing sugar increases about its ending 

   before the reducing sugar increases. 

 (v) The total nitrogen is little about the beginning of the rest period and 
   increases a little in the rest period, and increases remarkably after the 

    ending of the rest period. 

 (vi) The ash decreases remarkably about the beginning of the rest period. 

(vii) The temporary stoppage of the growth occurs by the remo val of lea-

   ves and the buds open after the increase of water and nitrogen content 

   in the young shoot. 
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